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1. まえがき

SPSSについて その2

- SPSSX 入門 ―― 

資料

工学部 家本修

s p s s (社会統計バッケージ）の最新版としてSPSSXが、本センターでもサービスが開始

された。 X版は、 SPSS9版に比ベコントロールカードの使用方法に多少の違いがあり、当面は

両版の平行サービスをセンターに希望している。

SPSSXは、情報分析システムとして複雑な問題にいたるまでより簡潔な方法で解を導くこと

を目的としてをり、 SPSS9版にくらベファイル操作やレボート出力、サプルーティンの自由度

の拡張や多彩さが増加し、かなり使い良くなっている。またその用途は、広く社会科学、医学、心

理学、文学、家政学などの文系、理系まで極めて多彩である。

1. SPSSXの概要

9版からの既存機能も含めSPSSXを説明すると、 SPSSXにはデータ構成、データ管理、

作表、分析、レポーリングにその特徴を持つ。以下その機能の概略を示す。

l). データ構成

データの型

固定カラム、自由カラム、可変長レコード、階層•繰り返しレコードなどの入出力、相関行列や

共分散行列などの入出力が可能である。

データテェック

データタイプ誤り、重複データ、欠損値、シーケンシャルチェック

数墨制限

データ数、データ項目の事実上の制限なし（ただしX版現Rl.Oにおいては、システム的な制限

に注意が必要である。）

ラペル

変数や変敬の値にラベル付けが、それぞれ40文字、 20文字の範囲内で可能である。

ファイル・マネージメント

ファイルの分類、併合、分割、集合等が行える。 （ただしサービス版においては、制限あり）

出力

項目教値出力、印刷フォーマト指定などをふ含むシステムファイルを持っている。
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2). データ管理

データ・マネージメント

データのサンブリング、選択、重み付け、加工が可能である。

データ加工

COMPUTE文による敷値計算、 IF-THEN-ELSE文による変換、ケース方向のループの扱いができる。

マトリスクの操作計算が可能に成った。

3). 作表

＊頻度分布、ヒストグラム、記述統計墨とその検定と出力

＊多重クロス集計とサブグルーブ比較、有意性検定を持った各種の出力

＊多重回答項目の作表と各種サブルーティンのプロット出力

2. SPSS9版から SPSSX版への移行

細部における変更の説明は、次回にして現在の9版をX版に移行するときの注意を解説しておく

と、数点に気を付けて頂きたい。

!). INPUT~1EDll,iM のコマンドがなくなった。この機能は、 DAT.¥L 1STコマンドのFILEサブコマン

ドやFILEllANDLEコマンドに持たされることになった。

2). VARIABLE LISTと INPUTFORMATコマントがなくなった。 DATALISTコマンドを使用のこと。

:l). RE¥D INPUT DATAと ENDINPUT D.¥TAコマン Fしi、BEGINOTAと ENDDATAコマント‘に変更。

4). RUN NAME と TASKNAME コマンドは、 TITLEと SUBTITLE の各コマント‘に変更された。

（マニュアルには、そう記戟されている）現版では依然 RUN NAME は、使用可能なようである。

5). LIST CASES コマンドは、 LIST コマンドに変更された。そして PRINT.PRINTEJECT.PRINT 

SPACEの各コマント‘が新設された。

6). OPTIONSと STATISTICSコマンドは、変更されていないが番号が付加されたり削除されている

ものがあるので注意する必要がある。

7). RA¥1 OUTPUT UN ITコマントは、 PROCEDUREOUTPUT コマンドに隈き換えられた。

8). READ卜tATRIXコマント‘は、 INPUT卜1ATRIX コマン1:に置き換えられた。

などが代表的な変更である。分析手続きには、ーから胄き換えられたものもある。

ファイル・コマンドに間しては、かなり大幅な変更がなされている。これは、主としてファイル令

ハンドリングを楽になさしめる目的を持つものである。
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3. 分析サブルーティン

*LOGLINEAR 

*AGGREGATE 

*ANOVA 

*BOX-.JENKINS 

*BREAKDOWN 

*CONDESCRIPTIVE 

*CROSSTABS 

*DISCRIMINANT 

*FACTOR 

*FREQUENCIES 

*MANOVA 

*MULT RESPONSE 

*NONPAR CORR 

*NPAR TESTS 

*ONEWAY 

*PARTIAL CORR 

%PEARSON CORR 

*REGRESSION 

*RELIABILITY 

*REPORT 

*SCATTERGRAM 

*SURVIVAL 

*T-TEST 

大阪大学大型社罪機センターニュース

対数線形モデル

記述統計(REWRITTEN)

分散、共分散分析

ボックス・ジェンキンス法（時系列分析）

サプグループ記述統計

数値統計

クロス集計(ALTERED)

判別分析(ALTERED).

因子分析(REIJRI TTEN) 

変数分布とヒス 1、グラムの作成(RE~IRI TTEN) 

多変量分散分析

多重回答の作表

スピアマン、ケント｀ール順位相間

ノンパラメトリック検定

一元配置分散分析

偏相間係数

ピアソン1廿間1系薮

重回條分析――残差の完全な分析を含む――

信頼性係敦

しポートジェネレータ(ALTERED)

相間グラフ

2群間の平均の差の検定
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4 .. J CL例

1 8 16 
$ JOB 課題番号＄バスワード．ジョブクラス
$ CPROC SPSSX,. Tl .Ml.M2.0l1TR 
TITLE'TEST RUN' 
DA TA LI ST /A TO E 1 -10 
SCATTERGRAM ATOE 
OPTIONS 4, 7 
STATISTICS ALL 
BEGIN DATA 
) 

データ

~ 
END DATA 
FINISH 
$ ENDJOB 
料：：t.EOF 

5. 実行例

SCATTERGR間を例に、作成したデータによって実行してみると以下のような結果を得られた。

1 0 TITLE'TEST RUN' 

2 0 DATA LI ST / A TO E l -10 

THE ABOVE DATA LIST STATEMENT WILL READ 1 RECROS FROM FILE INLINE 

VARIABLE REC START END FORMAT WIDTH DEC 
A l 1 2 f'2  0 
B l 3 4 f'2  0 
C l 5 6 f'2  0 
D l 7 8 f'2  0 
E 1 9 10 f'2  0 

ENO OF DASTAL I ST TABLE. 

3 0 MISSING VALUE A(l5) 8(9) 
4 0 SCA TTERGRAM A TO B 

***** GIVEN WORKSPACE ALLOWS FOR 2500 CASES FOR SCATTERGRAM PROBLEM ***ネ中

大阪大学大型計算機センターニュース -48- Vol.14 No.3 1984-11 



20 OCT 84 TEST RUN 

OSAKA UN IV. : NEC : ACOS SYSTEM 1000 OS :ACOS-6 Rl l. l 

FILE INLINE 

DOWN: A .¥CROSS: B 
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7.50 12.!30 17.50 22.50 27.50 32.50 37.50 42.50 47.50 52.50 57.!30 

PLOTTED VALUE -550 EXCLUDED VALUE -0 MISSING VALUES -1950 

PRECEDING TASK REQUIRED 

5 0 FINISH 

5 COMMAND LINES READ. 
0 ERRORS DELECTED. 
3 SECONDS CPU TIME. 
91 SECONDS ELAPSED TIME. 
ENO OF JOB 

以下略

大阪大学大型計算機センターニュース

0.20 SECONDS CPU TIME : 4.61 SECONDS ELAPSED. 
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6. おわりに

前報でSPSS9版の MULTRESPONSE 以下の手法の説明を本報でする予定でしたが、 X版が出

ましたので、今回はX版の概要を述べ次回からX版で各手法の解説を行うことに致します。

予定変更をお詫び致しますとともにご了解をお願い致します。

今回提供されたSPSSXは、 Rモードであり変敬項目の制限解除の意味が減少していますが、

その内容はかなり充実したものが多く含まれています。

SPSSXの詳細に間しては、 「SPSSXの利用の手引き」 (SPSSX講習会テキストとして

配布予定）を参照して下さい。
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